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概要 

近森病院言語療法科は、2022 年当初 8 名体制で運用を開始した。2・6 月に 1 名ずつ産前産

後休業から復帰、9 月に 2 名産前産後休業に入り、11 月に退職に伴い 1 名不在となり、12 月

に１名近森リハビリテーション病院に異動となったため、現場 6 名体制で運用となっている。 

臨床面では、人員が不安定であったため、前年同様の管理体制にて質の維持に努めた。 

業務面では、カルテ記載の方法を見直し、9 割のスタッフが前年よりも業務時間の短縮が可

能となった。 

教育面では、前年に引き続き、組織的に専門資格取得に取り組み、必須講座の受講などを促

した。 

学生指導では、見学実習生 1 名、長期実習生 3 名の指導を行った。 

 

 

業務実績 

入院・外来患者処方数は、1146 件（前年 1319 件）であった。月別処方数を図 1、月別実施

単位数を図 2 に示す。2 月は新型コロナウィルスのクラスター対応にてリハビリ実施を制限し

た。9 月まではサービス提供はある程度安定して確保できていたが、以降は産前産後休業スタ

ッフや退職スタッフの影響などで実施数は減少となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．月別処方数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．月別実施単位数  
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終わりに 

2023 年は、人員減での運営が予測されるため、適宜医師や他職種と協議・協業を行い、患者

の不利益となることがないよう可能な限りのサービス提供ができる体制を目指していく。 
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